
②上級課程（１～2年）のみを履修

高等教育における「職業実践的な教育に特化した枠組み」の構想 ～イメージ～

社会の求めるニーズ（ex.「モノ」、「サービス」）は変化する

企業・産業界を取り巻く、グローバルな環境変化への対応
が必要

企業戦略、商品開発・サービス供給の動向・展望が変化

教育機関に求める、育成する「実践力」の質・希望も変化

人材輩出

常に企業・産業界等の動向・展望を察知し、社会の変化の
スピードに合わせ、育成すべき人材像を設定

「教育課程」や「教員」等を適時的確に更新する体制を具備

・教育機関に対し、育成を望む人材像や教育課程等に
ついて定期的に意見

・現職等の職業人が教員等として教育活動に参画

企業等から
の連携・協力

企業・産業界との十分な連携により第三者が教育活動・体制を評価

教育機関

・教育課程：企業・産業界の意見を踏まえて編成・改善

・教育方法：実験、実習、実技等、演習型授業を重視

・教員組織：実務に通じ、市場や職場で通用する実践力
を養成できる指導力を有する者が中核 等

職業実践性
を重視 企業・産業界

～高等教育における～高等教育における職業実践的な教育の質を制度的に担保～実践的な教育の質を制度的に担保～

・・・細分化した専門分野の教育
（企業等との連携プロジェクト）

・・・細分化した専門分野の教育
（実験、実習、実技を重視）

・・・複数の専門分野にまたがる基礎教育
（実験、実習、実技等を重視）

教育のイメージ図
（一例）

○○学科（基礎コース）

○○学科（専門コース）○○学科（基礎コース）

○○学科（専門コース）
・職場でのスキルアップ
・就職、転職

進級
入学者

・養成する人材像が
明確であるため、
入学時から学習の
動機が明確、学習
意欲が高い

・実務家等の指導に
より、職業上求めら
れる力を常に意識。
学習者間で力を競
い合う、適度な競
争環境の下で学習

卒業者

・市場・職場で通用する
実践力を習得

・成績評価の表示は習
得した能力が把握で
きる工夫

・就職活動は、成績と
ともに、作品・成果物
の提示等、習得した
能力を具体的に提示
できる実績本位

就職活動

就職活動

①基礎課程（2年）＋上級課程（1～2年）を履修

就職活動

③基礎課程（2年）のみを履修

若者・就業者等

～きめ細かなカウンセリングにより、適性・希望・ライフステージに応じた進路・学習を実現、働きながら学びやすい環境を提供～

就職

・就職

就業者等が働きながらでも、高度な学
習を行い、スキルアップ・キャリアアップ

を目指せる正規の課程

市場・職場を牽引する
職業実践力ある人材



職業教育に特化した枠組みの使命・意義・必要性を考えるにあたって

Ⅰ：地域経済・産業振興の観点から　（経済界関係委員の御意見に基づく枠組みの在り方の一案）

我が国の経済成長のためには、地域経済・産業の活性化・発展が不可欠。
産官学協働により、地域の潜在力を十分に引き出し発揮していくための人を育て、知を生む、新しい枠組みとして位置づけ、機能させる。
地域を基点に、海外市場も対象に活躍する人材の養成に重点を置いた枠組みとする。

【コンセプト】
◆専門的知識・技術を核に、地域の強みを生かした産業・事業を、海外市場も対象に、創出・事業展開できる人材を育成
◆地域の商工会議所・中小企業団体、農林漁業畜産組合、企業等関係者、②行政関係者、③教育関係者の３者が、教育プログラムの作成・運営に一貫して関与。
◆教育プログラムは、モジュールで構成。在籍可能年限の間に全モジュールを体系的に学び卒業。
◆企業内実習等就業経験は、短期・長期を段階的に複数回行う。産業における事業の一連の流れを経験させる機会を組み込む。
◆分野は、たとえば、新成長戦略において構築を図ることとされている「キャリア段位制度（日本版ＮＶＱ）」と、枠組みにおいて履修する専門的な知識・技術との将来的な連動を考慮し、「新たな成長分野」を中心とすることが考えら
れる。（「新たな成長分野」＝介護、保育、農林水産、環境・エネルギー、観光）

【教育プログラム作成・運営のための協働体制】

ﾓｼﾞｭｰﾙＡ-１：地域を知る

地域に存在する産業の概要を知る

地域資源を知る（自然資源、伝統、文化、芸術）

ﾓｼﾞｭｰﾙＡ-２：地域産業の事業の流れを知る

ﾓｼﾞｭｰﾙＣ-３：他地域を知る

他地域に存在する産業の概要を知る

他地域資源を知る（自然資源、伝統、文化、芸術）

ﾓｼﾞｭｰﾙＣ-４：自地域の課題・優位性を見出す

地域の産業の事業の一連の流れを学ぶ
 例：金物製造の原材料仕入れ、生産、加工、卸
 例：桜桃の生産、流通、販売

他地域の課題・優位性、好事例を学ぶ

ﾓｼﾞｭｰﾙＣ-１：国の主要産業を知る
国の主要産業の概要を知る

国の主要資源を知る（自然資源、伝統、文化等）

ﾓｼﾞｭｰﾙＣ-２：国の主要産業の事業の流れを知る
国の主要産業について、典型的な事業の一連
の流れを学ぶ
　①複数企業が関与する流れ
　②単体企業で完結する流れ
　　例：仕入れ、生産、加工、流通、販売
　　例：保管、在庫管理、配送、受発注、納入管理

自地域の課題・優位性、連関方策を見出す

ﾓｼﾞｭｰﾙＡ-３：地域の産業体験

地域の産業を、数種類（又は同種数社）各１週
間程度体験する

ﾓｼﾞｭｰﾙＡ-４：地域の産業経験、課題・優位性の発見

地域の産業から１～２社選択し、事業の一連の
流れを、複数回計数ヶ月に渡り全て経験し、地
域の産業の課題・優位性を発見する（CD-4連動）

ﾓｼﾞｭｰﾙＢ群：専門知識・技術を身に付ける
　

　専攻分野に関する知識・技術を、数個のモ
ジュールで段階的に履修。
　

（注１）
将来的に、キャリア段位制度(日本版ＮＶＱ）
との連動が考えられる

（注２）
同分野に関する就業経験や他の学校等で
の履修経験があり、一定の専門知識・技能
を有する場合には、当該経験をもって、授業
科目やモジュールを履修したものと見なすこ
とが考えられる。

ﾓｼﾞｭｰﾙＥ群：職業人として必要な事柄を
学ぶ

　職業人として必要な知識・技術を、数個
のモジュールで段階的に履修。
　
（例Ａ）
・職業人としての態度・思考・行動・責任
・労働者の権利と義務

＊例Ｂは、管理的立場や経営的立場に立
つ者を対象とする課程を別に編制し、より
集中的・専門的に教授することも考えられ
る。

（例Ｂ）
・指導者・管理者の態度・思考・行動・責任
・経営者・使用者の態度・思考・行動・責任
・決済・会計・税務
・物流
・小売・卸売
・マーケティング・消費者心理
・店舗経営・起業　　　等

ﾓｼﾞｭｰﾙＡ-５：地域の産業活性化・振興策の考案

各モジュールで履修した成果を統合し、地域の
産業における新たな商品・サービス等の創出、
海外・国内展開方策を、地域産業・企業・行政
等の助言を受けつつ考案する

①a.地域の商工会議所・中小企業団体、農林漁業畜産組合、企業等関係者、b.行政関係者、c.教育関係者からなる委員会を組織。
②当該地域の特色・強み、地域資源（自然資源、伝統、文化、芸術）等を洗い出し。
③地域の産業における典型的な事業の一連の流れを整理。
④産業において必要な専門知識・技術を整理。
⑤教授にあたることができる地域及び国内外の実務家・専門人材を洗い出し。
⑥企業内実習等の受入先を確保。　　　　　　　等

【教育プログラム例】　　＊実験、実習、実技、企業内実習、チームワーク、ディスカッション等、演習型・協働型の授業手法を多く採り入れる。

専門的知識・技術を核に、地域の強みを生かした産業・事業を、海外市場も対象に、創出・事業展開できる人材の育成
地域における若者の円滑な就業・定着・活躍と、地域の産業活性化・振興を同時に実現。

○中小企業経営全体を理解する。
○事業の流れを理解することにより、新たなシス
テム構築・事業展開を目指す力を養う。
○興味関心を抱いた事業の流れの部分につい
て、専門深化していく芽を育てる。

ﾓｼﾞｭｰﾙＤ-４：自地域と他地域の連関を考える

他国地域の課題・優位性を学ぶ

ﾓｼﾞｭｰﾙＤ-１：重要な他国の地域を知る
地域が重視する他国地域の概要を知る

他国地域の主要資源を知る（自然資源、伝統、文化等）

ﾓｼﾞｭｰﾙＤ-２：他国地域産業の事業の流れを知る
他国地域の主要産業について、典型的な事業
の一連の流れを学習する。
　①複数企業が関与する流れ
　②単体企業で完結する流れ
　　例：仕入れ、生産、加工、流通、販売
　　例：保管、在庫管理、配送、受発注、納入管理

自地域の課題・優位性、連関方策を見出す

ﾓｼﾞｭｰﾙＤ-３：他国地域の商慣行等を知る

他国地域の言語・商取引上の共通言語を学ぶ

他国地域の商取引関係法、商慣行、労働環境等を
学ぶ



職業実践的な教育に特化した枠組みの教育課程のイメージ（一案）

（１）教育課程の構成のイメージ

第一の課程としての基本課程（仮称）と、
第二の課程としての１年又は２年の上級課程(仮称)で構成

（年）

（２）モジュールのイメージ

１年を２～３つ程度のモジュールで構成

上級6
上級5
上級4
上級3
上級2
上級1

基本6
基本5
基本4
基本3
基本2
基本1
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基本４

基本３

基本２

基本１

上級４

上級３

上級２

上級１

（３）教育課程の特徴（想定される分類や要素の例）

①分野横断的に学ぶもの

◆分類１：働くことから学ぶ

　要素１：企業内実習、模擬出店、アルバイト等により、２分野以上の勤労体験を持つ。
　要素２：勤労体験から学んだことを説明し、働くことの意義や動機付けを分析し理解する。職業人としての態度・質・技能の重
　　　　　要点を理解する。

◆分類２：働くことについて学ぶ

　要素３：働くことや起業についての知識を獲得する。
　要素４：経済・労働市場の概念や産業についての基礎的識を獲得する。
　要素５：経営や、雇用者・使用者の役割・権利・責任についての知識を獲得する。

◆分類３：働くことのために学ぶ

　要素６：起業や雇用されるために必要となる能力に関する技能を獲得・向上する。
　要素７：財務、経済動向の把握・分析、ビジネスに関する知識・技能を獲得する。
　要素８：コミュニケーション能力、数学的応用力、情報技能、問題解決能力、協調性、自己向上力などを獲得・向上する。

②分野毎に学ぶもの

　要素 ９：特定の職業に必要な知識・技能を獲得する。
　要素10：特定の業種/職種・業態・業界についての具体的な知識を獲得する。
　要素11：特定の職業における課題対応能力を獲得・向上する。
　要素12：様々な知識・技術を融合し、新たな商品やサービスを生み出すことのできる創造力を生むための知識・技能を獲得する。
　要素13：入職後の中長期的なキャリアを見据え、より高度な専門性を身につけていく上での基礎となる知識・技能を獲得する。
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